
項 ⽬ 内 容

名称 ベニバナ (紅花) 、コウカ、スエツムハナ、クレノアイ [英]Safflower、Safflor 

[学名]Carthamus tinctorius L.

概要 ベニバナは、エジプト原産といわれ、世界各地で古くから染料や⾷⽤に栽培されて

きた植物であり、主に種⼦油と花が注⽬され利⽤され

ている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・ベニバナ (コウカ/サフラワー/ベニバナ油/Carthamus tinctorius) 管状花、種⼦

油、種⼦︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (

原材料) 」に該当する。

■⽇本薬局⽅



・コウカが収載されている。

■⾷品添加物

・既存添加物

ベニバナ⾚⾊素 (カーサマス⾚⾊素/フラボノイド⾊素/紅花⾚/紅花⾊素)︓着⾊料

ベニバナ⻩⾊素 (カーサマス⻩⾊素/フラボノイド⾊素/紅花⾚/紅花⾊素)︓着⾊料

・既存添加物

ベニバナ (サフラワー) が収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・脂肪油、フラボノイドを含む。花は⾊素として紅⾊⾊素カルタミン (cartamin)

0.3〜0.6％、⻩⾊⾊素サフラワーイエロー (safflower yellow) またはサフロミン

(safflomin) 20〜30％を含む。種⼦油はリノール酸グリセリドを多量に含む。また

リノレン酸を含む。

・薬⽤部分は花 (紅花＜コウカ＞) 乾燥させて⽤いる。6⽉から7⽉にかけて早朝に

花を摘みとり、⽔洗いして⻩⾊の⾊素を抜き、2〜3⽇発酵させてもみ、もち状にな

ったものを適当な⼤きさにちぎり、ムシロにはさんでおく。エジプト原産とされ、

各地で栽培される。⾼さ40 cm〜1.3 m。花期は6⽉〜7⽉ (29) 。

分析法 -

有効性
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ト

で
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評
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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